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論  文  内  容  の  要  旨 
    






（fluorescein angiography: FA）は広く用いられている。FA は MAs の存在だけでなく MAs から
の漏出も同定できる。しかしながら、FA は MAs が多く存在されるとされる、網膜深部毛細血管
網から得られる情報は不十分であるし、高密度の網膜出血や重度の黄斑浮腫は、フルオレセイン
の造影効果がブロックされたり、造影剤が貯留して画像の解釈を困難にする。また、インドシア
ニングリーン蛍光眼底造影法（indocyanine green angiography: ICGA）でもいくつかの網膜疾患
の MAs を検出でき、FA よりも網膜深部毛細血管網の情報が得られるが、FA および ICGA の MAs
は点状の過蛍光スポットとしてしか写らない。従来の FA や ICGA を用いて MAs を形態学的に分
類することは、限られた解像度および MAs からの漏出のために非常に困難である。さらに、FA
または ICGA は造影剤静脈注入を必要とするため、臨床医は頻繁な検査を躊躇する。対称的に従
来の報告に見られるように、光干渉断層血管撮影（optical coherence tomography angiography: 
OCTA）は MAs の形態学的分類が可能であり、三次元解析もできる。加えて OCTA は、造影剤を
使用しない非侵襲的な方法のために頻繁に検査することができ、MAs の経時的な撮像を可能とす
る。一般に、糖尿病網膜症における MAs はよく知られており、様々な方法で調査されているが、
BRVO 眼の MAs は充分に研究されていない。本研究では、BRVO の患者において OCTA を用い
て MAs を形態学的に分類し、その出現頻度、局在部位を解析するとともに、経時的変化と網膜浮
腫との関連を検討した。 
23 例 24 眼(男性 12 人、女性 11 人、平均年齢 68.0 歳)が対象となり、合計 244 個の MAs を解
析した。研究では OCTA を用いて、MAs を形態学的に分類した。その分類とは局所隆起型、球形




間に有意差はなかった。さらに MAs の大きさは、網膜厚と有意な相関はしなかった。 








 OCTA は、形態学的分類、三次元解析、および非侵襲的な容量定量化による MAs の経時的変化




  論文審査の結果の要旨 
 
【背景】 






（fluorescein angiography: FA）は広く用いられている。FA は MA の存在だけでなく MA からの
漏出も同定できる。しかしながら、FA は MA が多く存在されるとされる、網膜深部毛細血管網
から得られる情報は不十分であるし、高密度の網膜出血や重度の黄斑浮腫は、フルオレセインの
造影効果がブロックされたり、造影剤が貯留して画像の解釈を困難にする。また、インドシアニ
ングリーン蛍光眼底造影法（indocyanine green angiography: ICGA）でもいくつかの網膜疾患の
MA を検出でき、FA よりも網膜深部毛細血管網の情報が得られるが、FA および ICGA の MA は
点状の過蛍光スポットとしてしか写らない。従来の FA や ICGA を用いて MA を形態学的に分類
することは、限られた解像度および MA からの漏出のために非常に困難である。さらに、FA ま
たは ICGA は造影剤静脈注入を必要とするため、臨床医は頻繁な検査を躊躇する。対称的に従来
の報告に見られるように、光干渉断層血管撮影（optical coherence tomography angiography: 
OCTA）は MA の形態学的分類が可能であり、三次元解析もできる。加えて OCTA は、造影剤を
使用しない非侵襲的な方法のために頻繁に検査することができ、MA の経時的な撮像を可能とす
る。一般に、糖尿病網膜症における MA はよく知られており、様々な方法で調査されているが、





23 例 24 眼(男性 12 人、女性 11 人、平均年齢 68.0 歳)が対象となり、合計 244 個の MA を解析
した。研究では OCTA を用いて、MA を形態学的に分類した。その分類とは局所隆起型、球形嚢






に有意差はなかった。さらに MA の大きさは、網膜厚と有意な相関はしなかった。 
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